
白
壁
白
壁

倉
吉
市
議
会
だ
よ
り

倉
吉
市
議
会
だ
よ
り

今号の内容今号の内容
令
和
８
年

令
和
８
年
３３
月
１
日
発
行

月
１
日
発
行

36
～ 倉吉市立河北小学校　社会科見学 ～

　　　　　　　　　（詳細は １５ページ）

　令和７年12月第７回倉吉市議会定例会が、
令和７年12月１日（月）から12月17日（水）まで
開催されました。
　会議録（質問・答弁など）は、市立図書館で
ご覧になれます。
　市議会会議録検索システムは、倉吉市ホー
ムページからご利用できます。

市議会会議録
検索システム

1212
月
定
例
会

月
定
例
会

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
員
本
人
が
執
筆

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
員
本
人
が
執
筆

（
要
約
）し
た
も
の
を
基
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
要
約
）し
た
も
の
を
基
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
・
・
・
２
～

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
・
・
・
２
～
1010

議
案
に
対
す
る
質
疑

議
案
に
対
す
る
質
疑
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・・
1111

常
任
委
員
会
・

常
任
委
員
会
・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1212
～～
1313

議
案
等
の
議
決
結
果

議
案
等
の
議
決
結
果
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1414

河
北
小
学
校

河
北
小
学
校  

社
会
科
見
学

社
会
科
見
学
・・
・・
・・
・・
1515

お
知
ら
せ
・
３
月
定
例
会
・
編
集
後
記

お
知
ら
せ
・
３
月
定
例
会
・
編
集
後
記
・・
1616
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【市政に対する一般質問】
【一般質問とは？】
　年４回の定例会で行うことができます。議員が、市の事務の執行状況や今後の方針などについての報告や説
明を市長や執行機関の長に求め、適切な市政運営が行われているかを質すものです。倉吉市議会では、基本的
に１人あたりの質問時間は２５分です。

12月
令和７年

第７回
定例会

◎印のついた質問内容は、次頁以降に記載しています。

会
派
名

議員名 発言通告要旨

や
　
　
ら
　
　
い
　
　
や

朝日 等治

◎ 令和８年度当初予算について

◎ 銀湯・白銀の湯・関金温泉の再興に
ついて

◎ 文化財行政について

増田 孝二

◎ 中山間地農業の実態と問題点について
廃校になった小学校の校庭の扱いに
ついて
打吹山とその周辺整備及び各地域の
史跡整備状況について

◎ 本市の財源と増やす方策について

福田　 淳
◎ 「第12次総合計画後期基本計画」（後

期計画）について

◎ 「第4期倉吉市教育振興基本計画」に
ついて

田村 閑美

◎ 保育所再編について
北谷、高城地域、交通まちづくり等
に関するアンケート結果について
健康寿命を延ばすための政策について

◎ 倉吉市の経済について

福井 典子

◎ 防災国体について

◎ 関金地区版シュタットベルケについて

公共施設整備について

大津 昌克 ◎ 人口減少時代におけるまちづくりに
ついて

そ 

う 

せ 

い 

会

山根 健資

◎ 災害遺児手当給付について

◎ 倉吉市関西事務所について

◎ 中部ハイスクールフォーラムについて

中山 晶雄 ◎ 倉吉市のKPIについて

髙橋 義博
◎ 未来を担うリーダーの育成について

◎ スポーツ施設の整備について

会
派
名

議員名 発言通告要旨

そ 

う 

せ 
い 
会

山下 達也

◎ 保育現場の課題と現状について

◎ 小学生議会の開催の実施可能性に
ついて
倉吉市西エリア保育所再編における
仕組み作りについて

藤井 陽介

◎ 倉吉市における太陽光発電施設の設
置について
オーガニックビレッジ宣言を活か
した学校給食への有機食材導入に
ついて

新　
　
　
　
政　
　
　
　
会

竺原 晶子

「いじめの重大事態の調査に関する
ガイドライン」の改訂を受けて
子どもとメディアの現状と啓発につ
いて

◎ 困り感を抱えている子ども支援につ
いて
西エリア保育所再編について

鳥羽 昌明

◎ 障害者差別解消法に基づく倉吉市の
取組について

◎
障がいのある方の日常生活を円滑に
するための日常生活用具・福祉用具
の負担軽減について
倉吉市奨学金返還支援事業費助成金
の対象者要件について
子どものインフルエンザ予防接種費
用助成について
西エリア保育所再編計画について

福井 康夫
◎ 防災・減災対策について

◎ 倉吉駅周辺の利用促進とスーパー
はくと増便について

萬場 恵理
◎ 高齢者の「緊急通報システム」の利用

について

◎ 児童の登下校時における熱中症対策
について

米田 勝彦

◎ 人口減での地域活性化策について

◎ 災害時の避難所運営について

◎ 子どもの健康管理について

一般質問通告一覧表

【通告とは？】
　本会議で発言しようとする
議員は、あらかじめ議長に対
して質問する項目を明らかに
するために、文書で通告を行
います。この文書を「質問通
告書」と言います。
　なお、この通告一覧表は定
例会開会日のおおむね２週間
前に倉吉市ホームページに掲
載されています。

定例会の一般質問
発言通告表
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問　
来
年
度
の
予
算
編
成
は
骨
格
予

算
が
示
さ
れ
た
後
、
来
春
執
行
予
定

の
市
長
選
挙
後
に
肉
付
け
さ
れ
る
と

考
え
る
が
、
広
田
市
長
は
立
候
補
さ

れ
る
か
。

答　

交
通
や
医
療
、
福
祉
、
子
育
て

な
ど
待
っ
た
な
し
の
課
題
が
山
積
し

て
い
る
。
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
引
き
続
き
、
市
長
と

し
て
み
な
さ
ん
と
共
に
市
政
の
推
進

に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

問　
ホ
テ
ル
星
取
テ
ラ
ス
せ
き
が
ね

の
開
館
か
ら
８
か
月
経
過
し
た
が
運

営
状
況
は
。

答　

開
館
来
、
施
設
の
特
徴
を
活
か

し
計
画
に
沿
っ
た
運
営
が
行
わ
れ
安

定
し
て
い
る
。
施
設
を
拠
点
に
関
金

地
域
に
賑
わ
い
が
波
及
す
る
な
ど
、

地
域
か
ら
も
評
価
が
高
い
。

問　

湯
命
館
は
来
年
度
、
大
規
模

改
修
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
詳

細
は
。

答　

市
民
や
利
用
者
、
関
金
地
域
か

ら
の
要
望
を
実
現
す
る
た
め
、
本
年

度
予
定
し
て
い
た
改
修
計
画
を
一
度

凍
結
し
、
国
が
新
設
し
た
「
新
し
い

地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
交
付

金
」
の
申
請
に
向
け
て
設
計
を
見
直

し
て
い
る
。

　

完
成
は
遅
れ
る
が
、
市
民
や
利
用

者
、
地
域
に
満
足
い
た
だ
け
る
新
し

い
湯
命
館
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

問　
本
市
の
文
化
財
保
存
活
用
地
域

計
画
の
策
定
に
向
け
て
の
進
捗
状

況
は
。

答　

地
域
振
興
や
観
光
振
興
、
学
び

や
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
念
頭

に
、
来
年
度
、
申
請
・
答
申
の
手
続
き

を
経
て
、
早
期
に
完
成
さ
せ
た
い
。

令
和
８
年
度
当
初
予
算
に
つ

い
て

関
金
温
泉
の
振
興
に
つ
い
て

文
化
財
行
政
に
つ
い
て

実
施
し
、
国
の
制
度
の
活
用
や
適
切

な
事
業
を
提
案
し
事
業
の
実
施
に
繋

い
で
い
る
。

　

鳥
獣
被
害
の
要
望
等
は
、
捕
獲
や

電
気
柵
等
の
侵
入
防
止
柵
の
設
置
の

支
援
で
、
支
援
内
容
を
説
明
し
事
業

制
度
を
有
効
に
活
用
す
る
対
応
を
実

施
し
て
い
る
。

問　
財
政
状
況
や
一
般
財
源
を
ど
う

増
や
す
か
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
か
。

答　

財
政
状
況
を
示
す
指
標
と
し

て
、
経
常
収
支
比
率
は
上
昇
傾
向
で

自
由
度
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
想

定
す
る
。
実
質
公
債
費
率
は
国
が
定

め
る
健
全
な
財
政
状
況
を
示
す
範
囲

内
に
は
収
ま
っ
て
い
る
が
、
一
層
厳
し

い
状
況
に
あ
る
と
想
定
し
て
い
る
。
基

金
を
増
や
す
た
め
、
定
期
預
金
だ
け

で
な
く
国
債
ほ
か
有
利
な
県
民
債
な

ど
に
替
え
て
運
用
し
、
収
益
を
上
げ

た
。
企
業
誘
致
で
は
、
若
者
の
定
住
化

や
雇
用
創
出
を
図
る
面
で
も
取
組
み

を
進
め
一
定
の
成
果
を
見
て
い
る
。

問　

市
内
各
地
の
営
農
に
関
わ
る

人
々
か
ら
の
声
を
ど
の
程
度
把
握
し

て
い
る
か
。
併
せ
て
圃ほ

場
だ
け
で
な
く

水
路
等
の
付
帯
施
設
や
鳥
獣
被
害
の

実
態
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
か
。

答　

市
は
Ｊ
Ａ
鳥
取
中
央
と
共
同
で

毎
年
1
月
に
市
内
の
全
農
事
組
合
長

を
対
象
と
し
た
水
田
政
策
や
鳥
獣
被

害
対
策
等
を
説
明
す
る
会
を
開
催

し
、
そ
の
場
で
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を

聞
い
て
い
る
。
中
山
間
地
の
農
業
の

維
持
は
、
直
接
支
払
い
の
交
付
金
や

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
等
を
活
用

す
る
現
場
へ
出
向
き
、
集
落
の
代
表

者
に
情
報
を
聞
い
て
い
る
。
付
帯
施

設
の
多
く
が
50
年
程
経
過
し
、
非
常

に
老
朽
化
が
進
ん
だ
状
況
で
、
土
地

改
良
区
や
水
利
組
合
等
の
団
体
か
ら

の
、
施
設
の
補
修
や
改
良
を
求
め
る

声
に
基
づ
き
、
各
種
の
支
援
を
市
で

中
山
間
地
農
業
の
実
態
と
問

題
点
に
つ
い
て

本
市
の
財
源
と
増
や
す
方
策

に
つ
い
て

　

や
ら
い
や

増ま
す
だ田 

孝こ
う
じ二

や
ら
い
や

朝あ
さ
ひ日 

等と
う
じ治
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問　
前
期
計
画
の
施
策
評
価
と
後
期

計
画
策
定
の
方
針
、
概
要
を
伺
う
。

特
に
「
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
か

し
て
躍
動
す
る
ま
ち
づ
く
り
（
産
業

振
興
）」
と
「
安
定
し
た
雇
用
の
維
持

と
確
保
」
に
つ
い
て
、
今
後
の
長
期

的
な
方
向
性
と
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

を
ど
う
設
定
し
て
い
る
か
、
説
明
い

た
だ
き
た
い
。

答　

前
期
計
画
は
お
お
む
ね
順
調
に

推
移
し
て
い
る
。
後
期
計
画
は
市
民
の

意
見
を
取
り
入
れ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
段
階
。
予
算
や
行
政
評
価
な
ど
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
計
画
の
連
動
性
を

強
化
し
、
実
効
性
の
高
い
計
画
運
用
を

進
め
る
と
と
も
に
、
職
員
一
人
ひ
と
り

が
ま
ち
づ
く
り
を
自
分
事
と
し
て
認

識
し
、
職
務
遂
行
能
力
の
向
上
に
努

め
て
い
き
た
い
。
人
口
減
対
策
と
し
て

若
者
・
女
性
の
定
着
を
目
指
し
、
分
野

横
断
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
商
工
業

振
興
と
安
定
雇
用
の
維
持
に
は
資
金

確
保
の
支
援
・
中
心
市
街
地
活
性
化
・

創
業
・
事
業
承
継
支
援
を
強
化
。
人
材

育
成
支
援
・
市
内
就
職
促
進
支
援
・
テ

レ
ワ
ー
ク
導
入
も
推
進
す
る
方
針
。

問　
現
状
は
、
第
３
期
の
施
策
評
価

と
見
直
し
を
進
め
、
第
４
期
計
画
の

策
定
作
業
が
進
行
中
だ
が
、
評
価
の

概
要
と
今
後
の
方
針
を
伺
い
た
い
。

答　

令
和
６
年
度
の
評
価
で
は
、
施

策
20
件
中
、
Ａ
評
価
が
２
件
、
Ｂ
評

価
が
17
件
、
Ｃ
評
価
が
１
件
、
重
大

な
下
回
り
は
な
し
。
全
体
と
し
て
は

お
お
む
ね
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

　
第
４
期
教
育
計
画
で
は
、
教
育
理
念

を
「
ふ
る
さ
と
倉
吉
を
愛
し  
豊
か
な

心
と
夢
を
持
ち  

主
体
的
に
生
き
る
未

来
を
拓
く
人
づ
く
り
」
に
変
更
。
ふ
る

さ
と
教
育
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
合
わ
せ

た
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
軸
に
、

学
校
と
地
域
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
協
働
で
持
続

可
能
な
地
域
課
題
の
解
決
へ
取
り
組
ん

で
い
け
る
計
画
を
考
え
て
い
き
た
い
。

「
第
12
次
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
」（
後
期
計
画
）に
つ
い
て

「
第
４
期
倉
吉
市
教
育
振
興

基
本
計
画
」
に
つ
い
て

の
再
編
計
画
の
中
心
で
あ
る
。

問　

９
月
27
・
28
日
に
行
わ
れ
た

「
や
き
と
りJapan

倉
吉
大
会
」
が

２
日
間
で
９
４
，
５
０
０
人
の
賑
わ

い
に
な
っ
た
が
、
倉
吉
市
の
経
済
効

果
と
し
て
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

答　

過
去
１
番
の
賑
わ
い
だ
っ
た
。

来
ら
れ
た
方
々
の
携
帯
電
話
の
位
置

情
報
、
人
流
デ
ー
タ
で
調
べ
る
と
県

立
美
術
館
に
移
動
し
た
方
が
６
割
、

そ
の
う
ち
16
％
が
白
壁
土
蔵
群
に
来

ら
れ
た
。
金
額
等
に
は
表
す
こ
と
が

で
き
な
い
が
、
相
当
の
経
済
効
果
が

あ
っ
た
と
思
う
。
経
済
効
果
の
算
出

方
法
も
研
究
し
て
み
た
い
。

　

倉
吉
市
の
経
済
状
況
は
令
和
４
年

以
降
、
多
く
の
支
援
を
実
施
し
て
る

が
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

県
内
の
倒
産
状
況
は
、
令
和
６
年
度

が
38
件
、
令
和
７
年
10
月
末
で
21
件

で
前
年
度
と
同
様
な
状
況
。

問　
第
２
回
子
ど
も
、
子
育
て
会
議

が
開
催
さ
れ
た
が
、
進
捗
状
況
と
市

の
考
え
は
。

答　

子
ど
も
計
画
の
素
案
を
提
示
し

た
り
、
公
立
保
育
所
の
再
編
計
画
の

見
直
し
案
を
提
案
し
た
り
、
意
見
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
児
童
福
祉
法
で

保
育
所
の
利
用
定
員
が
20
人
以
上
と

定
め
て
あ
る
、
そ
れ
を
参
考
に
全
体

で
20
人
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
時
点
で
周

辺
と
の
統
合
だ
っ
た
り
、
周
辺
の
民

間
施
設
と
の
連
携
を
考
え
る
時
期
に

し
て
は
ど
う
か
と
提
案
し
て
い
る
。

今
後
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
も
行

い
、
年
明
け
に
は
第
３
回
目
を
開
催

し
、
成
案
に
持
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ

て
い
る
。
今
、
新
た
な
保
育
園
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
慎
重
に

考
え
る
べ
き
と
い
う
の
が
、
こ
の
た
び

保
育
所
再
編
に
つ
い
て

倉
吉
市
の
経
済
に
つ
い
て

や
ら
い
や

田た
む
ら村 

閑し
ず
み美

や
ら
い
や

福ふ
く
だ田 　

淳じ
ゅ
ん
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問　
内
閣
府
主
催
で
令
和
８
年
10
月

17
日
、
18
日
、
倉
吉
未
来
中
心
・
鳥
取

県
立
美
術
館
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ

る
ぼ
う
さ
い
こ
く
た
い
２
０
２
６ 

in

鳥
取
に
つ
い
て
、
倉
吉
市
と
し
て
の

取
り
組
み
は
。

答　

11
月
19
日
に
設
立
さ
れ
た
運
営

委
員
会
に
お
い
て
県
内
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
。
倉
吉
市

と
し
て
も
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
導
入
の
取
り
組
み
や
、
支
え
愛

マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
、
災
害
時
に
お

け
る
早
期
の
復
興
に
向
け
て
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
て
い
く
。
ま
た
、
福

高
祭
と
の
併
催
、
あ
る
い
は
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
、
お
も
て
な

し
、
賑
わ
い
創
出
に
つ
な
げ
た
い
。

問　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
買
い
物
支
援
・

生
活
拠
点
×
交
通
の
共
創
事
業
が
始

動
し
て
２
年
が
経
過
し
た
が
、
特
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
進
捗
状

況
は
。

答　

国
の
交
付
金
を
財
源
と
し
、
倉

吉
・
北
栄
・
琴
浦
の
３
市
町
が
、
令
和

７
年
９
月
に
母
体
と
し
て
、
一
般
社
団

法
人
東
大
山
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

地
域
振
興
公
社
を
設
立
。
耕
作
維
持

困
難
農
地
１
・
５
反
、
１
，５
０
０
平

米
程
度
を
有
効
に
活
用
し
、
営
農
型

太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
を
３
市
町

60
件（
市
内
で
は
、
３
件
）件
を
目
指

す
。（
小
）水
力
発
電
所
な
ど
も
次
年

度
か
ら
進
め
て
い
く
。

問　
こ
の
事
業
が
ど
う
市
民
と
関
わ

る
の
か
。
ま
た
地
元
住
民
へ
の
丁
寧

な
説
明
を
お
願
い
し
た
い
。

答　

今
後
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
住

民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
十
分
景
観
に

配
慮
し
て
い
く
。

ぼ
う
さ
い
こ
く
た
い
２
０
２
６

in 

鳥
取
に
つ
い
て

関
金
地
区
版
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ

ル
ケ
に
つ
い
て

ン
ザ
の
予
防
接
種
を
行
お
う
と
す
れ

ば
、
例
え
ば
予
防
接
種
の
接
種
率
が

60
％
く
ら
い
と
考
え
る
と
、
毎
年
度

５
３
０
万
円
ぐ
ら
い
か
か
る
。
こ
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ
け
を
捉
え
て
も

今
後
も
ず
っ
と
費
用
が
継
続
す
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
今
現
在
い
ろ
ん

な
ワ
ク
チ
ン
が
あ
る
が
、
定
期
接
種

化
さ
れ
て
市
町
村
の
財
政
を
非
常
に

圧
迫
し
て
い
る
中
で
は
、
現
時
点
で

は
定
期
接
種
化
を
一
つ
の
基
準
と
し

て
助
成
を
行
う
と
い
う
考
え
を
踏
襲

し
て
い
る
。
そ
れ
で
何
も
し
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
本
来
予
防
接

種
は
、
国
が
国
民
の
命
を
守
る
た
め

責
任
を
持
っ
て
接
種
す
る
と
い
う
考

え
方
の
下
で
、
小
中
学
生
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
定
期
接
種
化
に

向
け
て
の
働
き
か
け
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

倉
吉
市
の
財
政
規
模
が
約

３
５
０
億
円
。
そ
の
う
ち
0
点
数

パ
ー
セ
ン
ト
の
５
０
０
万
円
が
捻
出

で
き
な
い
の
か
。
ま
た
３
月
定
例
会

で
質
問
す
る
。

問　
物
価
高
騰
の
中
、
地
域
へ
の
補

助
金
等
は
上
が
ら
ず
、
物
価
上
昇
分

は
実
質
住
民
負
担
で
あ
る
。
補
助
金

額
を
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

地
区
か
ら
の
具
体
的
な
支
援
要

請
は
ま
だ
な
い
。
厳
し
い
財
政
状
況

で
難
し
い
と
こ
ろ
だ
が
、
地
域
の
状

況
を
聞
き
対
応
を
検
討
し
た
い
。

問　
令
和
３
年
６
月
議
会
、
前
市
長

の
時
に
も
し
た
質
問
だ
が
、
人
口
減

少
の
理
由
の
一
つ
に
北
栄
や
湯
梨
浜

な
ど
近
隣
町
へ
の
転
出
超
過
が
あ

る
。
中
部
地
区
４
町
は
小
中
学
生
へ

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助

が
あ
る
が
倉
吉
市
だ
け
な
い
の
が
現

状
。
倉
吉
市
も
中
部
一
体
と
な
り
同

じ
条
件
で
で
き
な
い
か
。

答　

前
市
長
も
答
弁
さ
れ
た
と
思
う

が
、
小
中
学
校
生
徒
に
イ
ン
フ
ル
エ

人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

や
ら
い
や

大お
お
つ津 

昌ま
さ
か
つ克

や
ら
い
や

福ふ
く
い井 

典の
り
こ子
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問　

災
害
遺
児
手
当
給
付
金
は
、

昭
和
47
年
施
行
か
ら
給
付
金
額

（
２
，
０
０
０
円
）
と
給
付
対
象
年

齢
（
15
歳
）
が
見
直
さ
れ
て
い
な

い
。
金
額
と
対
象
年
齢
の
見
直
し
を

求
め
る
が
い
か
が
か
。

答　

こ
の
制
度
を
現
状
維
持
で
継
続

し
て
い
く
と
こ
ろ
と
考
え
て
い
る
。

鳥
取
県
、
他
の
市
町
村
の
意
見
等
も

お
聞
き
し
な
が
ら
、
今
後
の
制
度
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
検

討
し
た
い
。

問　
関
西
と
の
連
携
を
深
め
る
上
で

大
切
な
施
策
と
考
え
る
が
、
関
西
事

務
所
に
倉
吉
市
の
職
員
を
駐
在
さ
せ

て
は
ど
う
か
。

答　

職
員
を
常
駐
さ
せ
る
と
す
れ

ば
、
概
ね
１
，０
０
０
万
円
程
度
の
費

用
が
か
か
る
。
交
通
手
段
も
非
常
に

便
利
に
な
っ
て
、
短
時
間
に
関
西
と

の
行
き
来
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
費
用
対
効
果
等
を
合
わ
せ
て

考
え
た
中
で
は
、
職
員
の
配
置
は
慎

重
に
考
え
て
い
る
。

問　
高
校
生
等
の
若
い
声
を
市
政
に

反
映
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
と
考
え

る
が
、
常
設
的
な
窓
口
を
設
け
て
若

い
世
代
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
て

は
ど
う
か
。

答　

常
設
の
仕
組
み
の
考
え
は
持
ち

合
わ
せ
て
な
い
。
高
校
生
、
若
い

方
々
、
そ
れ
は
中
学
生
も
含
め
て
い

ろ
ん
な
話
を
聞
く
機
会
は
作
っ
て
い

き
た
い
。

災
害
遺
児
手
当
給
付
金
に
つ

い
て

中
部
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
つ
い
て

関
西
事
務
所
の
倉
吉
市
職
員

駐
在
に
つ
い
て

和
）」
が
ど
れ
く
ら
い
達
成
さ
れ
た

か
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
よ
っ
て
目
的

達
成
の
た
め
に
採
用
し
た
手
段
（
例

え
ば
婚
活
パ
ー
テ
ィ
の
実
施
回
数
や

成
婚
率
）
が
ど
れ
く
ら
い
達
成
さ
れ

た
か
が
測
定
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と

で
概
ね
認
識
統
一
で
き
た
と
考
え
る

が
、
目
的
と
手
段
の
指
標
を
そ
れ
ぞ

れ
別
に
設
定
す
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
、
本
市
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答　

①
評
価
と
責
任
区
分
の
明
確
化

が
可
能
に
な
る
こ
と
。

　

②
目
的
と
手
段
の
ズ
レ
を
早
期
に

把
握
し
、
政
策
を
逐
次
転
換
・
修
正

す
る
上
で
有
益
で
あ
る
こ
と
。
と
い

う
認
識
。

問　
手
段
の
達
成
と
目
的
の
ズ
レ
を

検
証
す
る
有
効
な
手
法
と
し
て
認
識

す
る
が
、
本
市
で
同
概
念
の
評
価
体
制

を
全
面
導
入
す
る
是
非
を
伺
い
た
い
。

答　

総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
を

策
定
す
る
に
あ
た
り
支
援
い
た
だ
い

た
外
部
機
関
（
公
益
財
団
法
人
日
本

生
産
性
本
部
）
と
連
携
し
て
導
入
を

進
め
る
方
向
で
予
算
等
を
す
で
に
設

定
し
て
い
る
。

問　
本
市
は
課
題
解
決
の
た
め
多
額

の
予
算
を
投
じ
て
き
た
が
、
効
果
に

は
懸
念
の
声
も
聞
か
れ
る
。
今
後
、

実
施
政
策
を
適
切
に
評
価
し
、
教
訓

を
次
計
画
へ
活
か
す
体
制
を
強
化
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
全
国
的

に
ア
ウ
ト
カ
ム
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を

用
い
る
評
価
が
進
む
中
、
本
市
で
も

一
部
導
入
事
例
が
あ
る
。
用
語
の
齟

齬
を
避
け
る
た
め
、
ア
ウ
ト
カ
ム
と

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
本
市
に
お
け
る
定

義
を
共
有
し
た
い
。

答　

ア
ウ
ト
カ
ム
は
、「
目
的
の
達

成
度
」
を
表
す
指
標
。

　

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
行
っ
た
「
具
体
的
な
行
動

や
仕
事
（
手
段
）
の
量
」
を
表
す
指

標
と
い
う
認
識
。

問　
ア
ウ
ト
カ
ム
に
よ
っ
て
政
策
の

「
目
的
（
例
え
ば
人
口
減
少
の
緩

倉
吉
市
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
つ
い
て

そ
う
せ
い
会

中な
か
や
ま山 

晶あ
き
お雄

そ
う
せ
い
会

山や
ま
ね根 

健け
ん
し資
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問　
地
域
で
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
を
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

教
育
振
興
基
本
計
画
で
社
会
教

育
の
推
進
と
人
材
育
成
の
施
策
を
計

画
し
て
お
り
、
学
校
教
育
で
は
子
ど

も
た
ち
を
中
心
に
、
ふ
る
さ
と
倉
吉
を

学
び
の
場
と
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

が
地
域
づ
く
り
に
参
加
し
、
地
域
の

後
継
者
と
し
て
育
て
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
中
学
生
が
地
域
活
動
へ
積

極
的
に
参
加
し
て
い
る
地
域
も
あ

り
、
教
育
現
場
と
連
携
し
な
が
ら
主

体
的
に
行
動
す
る
子
ど
も
た
ち
を
育

成
し
て
い
き
た
い
。

　

子
ど
も
た
ち
が
地
域
で
活
躍
で
き

る
こ
と
を
積
極
的
に
し
て
い
た
だ
く

と
、
更
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
活
躍

の
場
が
広
が
っ
て
い
く
の
で
地
域
で

も
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。

問　
老
朽
化
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

集
約
化
、
機
能
性
を
持
っ
た
施
設
整

備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

倉
吉
市
教
育
施
設
等
長
寿
命
化

計
画
に
よ
り
公
共
施
設
の
総
合
管
理

計
画
に
お
け
る
基
本
方
針
を
踏
ま
え

て
、
長
寿
命
化
の
推
進
、
施
設
規
模

の
適
正
化
、
利
用
者
の
安
全
確
保
を

考
慮
し
て
維
持
管
理
を
目
指
し
て

い
る
。

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
等
に
よ

る
変
化
、
多
様
性
を
考
え
て
、
整
備
の

基
本
構
想
が
更
に
必
要
で
あ
る
。
維

持
管
理
費
の
増
加
、
施
設
の
集
約
化

等
を
考
え
て
、
財
源
確
保
を
ど
う
す

る
の
か
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

新
規
の
設
置
で
は
な
く
、
既
存
施
設

の
改
修
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
維
持

管
理
費
の
増
加
、
集
約
化
等
の
検
討

は
行
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。

　

今
後
は
将
来
的
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
在
り
方
、
規
模
の
適
正
化
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

未
来
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
に
つ
い
て

保
育
現
場
の
課
題
と
現
状
に

つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ

い
て

小
学
生
議
会
の
開
催
の
実
施

可
能
性
に
つ
い
て

問　
小
学
生
議
会
実
施
は
検
討
さ
れ

て
い
る
か
。

答　

貴
重
な
機
会
に
は
な
ろ
う
か
と

思
う
が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
現
段

階
で
は
検
討
し
て
い
な
い
。
学
校
で

は
学
級
や
学
校
生
活
を
よ
り
よ
く
す

る
た
め
に
特
別
活
動
の
時
間
も
あ

り
、
日
頃
の
学
級
の
課
題
を
話
し

合
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
自
分
た
ち

の
課
題
を
自
分
た
ち
で
見
つ
け
て
折

り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
解
決
し
て
い

く
力
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
将

来
へ
の
大
き
な
力
に
な
る
。
日
々
の

自
治
的
な
活
動
の
質
を
高
め
て
集
団

が
よ
り
よ
く
な
っ
て
い
く
効
力
感
を

味
わ
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
先
決
だ
と

考
え
て
い
る
。

問　
近
年
、
手
立
て
を
必
要
と
す
る

子
ど
も
の
増
加
に
対
し
て
加
配
保
育

士
の
配
置
等
、
人
材
確
保
の
観
点
だ

け
で
は
な
い
課
題
も
多
い
。
園
や
子

ど
も
た
ち
の
状
況
に
応
じ
て
国
の
基

準
を
上
回
る
市
独
自
の
保
育
士
配
置

基
準
の
可
能
性
は
あ
る
か
。

答　

鳥
取
県
で
は
、
１
歳
児
の
配
置

が
４
・
５
対
１
の
特
別
配
置
基
準
を

設
け
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
こ

の
基
準
を
採
用
し
、
保
育
を
実
施
し

て
い
る
。
加
配
保
育
士
の
配
置
に
関

し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
市
独
自

の
加
配
に
対
す
る
補
助
金
等
は
考
え

て
い
な
い
が
、
も
と
も
と
の
公
定
価

格
や
加
算
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
国
に
対
し
て
働
き
か
け
を
強

め
て
い
き
た
い
。

そ
う
せ
い
会

山や
ま
し
た下 

達た
つ
や也

そ
う
せ
い
会

髙た
か
は
し橋 

義よ
し
ひ
ろ博
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問　
国
は
今
後
10
年
間
で
１
５
０
兆

円
規
模
の
投
資
を
掲
げ
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
は
、
環
境
や

社
会
へ
の
影
響
な
ど
の
課
題
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
倉
吉
市
は
脱
炭
素
を

推
進
し
、
２
０
５
０
年
実
質
ゼ
ロ
を

長
期
目
標
と
し
て
太
陽
光
発
電
を
拡

大
し
て
い
る
一
方
、
設
置
後
の
安
全

性
・
災
害
リ
ス
ク
・
環
境
影
響
・
廃

棄
処
理
の
課
題
が
あ
る
。
中
山
間
地

な
ど
で
の
景
観
・
土
地
利
用
問
題
も

懸
念
さ
れ
る
中
、
太
陽
光
設
備
の
危

険
性
に
関
す
る
認
識
と
今
後
の
安
全

対
策
・
ル
ー
ル
整
備
に
つ
い
て
伺

う
。
市
内
で
集
中
豪
雨
時
の
太
陽
光

パ
ネ
ル
土
砂
流
出
・
支
持
杭
倒
壊
な

ど
の
事
例
は
あ
る
か
。

答　

発
電
設
備
事
故
の
報
告
制
度
は

国
に
あ
り
、
自
治
体
へ
は
必
ず
し
も

連
絡
さ
れ
な
い
の
が
実
態
。
市
と
し

て
は
、
発
電
設
備
特
化
の
報
告
制
度

を
設
け
て
い
な
い
が
、
市
民
生
活
へ

影
響
が
出
る
場
合
に
は
情
報
が
入

り
、
改
善
等
に
つ
い
て
対
応
し
て
い

く
。
向
山
の
大
規
模
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

（
３
・
６
万
kW
）
に
つ
い
て
は
、
市

と
事
業
者
が
事
故
報
告
協
定
を
締

結
、
報
告
義
務
あ
り
だ
が
、
現
時
点

で
事
故
報
告
事
例
は
な
い
。

問　
災
害
時
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
か
ら

有
害
物
質
が
流
出
す
る
懸
念
が
あ
る

が
、
倉
吉
市
は
廃
棄
物
処
理
法
に
基

づ
く
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
を
整

備
し
て
い
る
か
。

答　

太
陽
光
パ
ネ
ル
は
基
本
的
に
産

業
廃
棄
物
扱
い
で
、
廃
棄
物
処
理
法

は
県
の
所
管
。
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

な
ど
は
県
指
導
が
前
提
で
、
設
置
事

業
者
が
生
活
環
境
影
響
を
調
査
・
行

政
へ
報
告
・
改
善
策
を
実
施
す
る
の

が
一
般
的
な
流
れ
。
災
害
時
は
災
害

廃
棄
物
と
し
て
処
理
計
画
を
適
用

し
、
仮
置
場
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
を

行
う
。
本
市
は
向
山
施
設
な
ど
と
協

定
を
結
び
、
必
要
時
に
関
与
す
る
。

倉
吉
市
に
お
け
る
太
陽
光
発

電
施
設
の
設
置
に
つ
い
て

改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問　
「
出
席
扱
い
」
と
し
て
認
め
ら

れ
る
具
体
的
な
条
件
は
何
か
。

答　

保
護
者
と
学
校
の
十
分
な
連

携
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
の
活
用
、
対
面
指

導
の
適
切
性
、
理
解
度
に
応
じ
た
計

画
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
校
長
・
担
任
に

よ
る
状
況
把
握
、
外
部
機
関
の
利
用

が
困
難
な
場
合
の
自
宅
学
習
支
援
な

ど
が
条
件
と
な
る
。

問　
出
席
扱
い
に
な
る
学
習
方
法
な

ど
の
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
を
、
全
保

護
者
や
市
民
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

通
じ
て
広
く
情
報
提
供
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　

市
の
取
り
組
み
や
相
談
窓
口
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
情
報
を
ま
と
め
た

資
料
（
ペ
ー
パ
ー
）
を
作
成
・
配
布

す
る
計
画
で
す
。
ま
た
、
同
様
の
内

容
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
、

誰
で
も
ど
こ
で
も
閲
覧
で
き
る
環
境

を
整
え
た
い
。

問　
本
市
の
不
登
校
生
へ
の
支
援
と

出
席
扱
い
に
つ
い
て
の
規
定
と
は
。

ま
た
、「
ネ
ッ
ト
出
席
」
と
呼
ば
れ
る

制
度
が
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
教
育
長

の
考
え
は
。

答　

倉
吉
市
の
不
登
校
支
援
は
、

「
未
然
防
止
」「
校
内
で
の
居
場
所
」

「
校
外
の
学
び
場
」「
引
き
こ
も
り
へ

の
対
応
」
の
４
本
柱
で
推
進
さ
れ
て

い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
の

出
席
扱
い
は
、
1
人
1
台
端
末
の
普

及
を
踏
ま
え
令
和
４
年
度
よ
り
規
定

さ
れ
、
校
長
が
状
況
を
確
認
し
た
上

で
認
め
ら
れ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
有
効
性

も
認
め
る
が
、
「
学
校
と
子
ど
も
が

し
っ
か
り
つ
な
が
る
こ
と
」
を
大
前

提
と
し
、
家
庭
訪
問
等
の
直
接
的
な

関
わ
り
を
継
続
し
な
が
ら
不
登
校
の

不
登
校
の
出
席
扱
い
制
度
に

つ
い
て

新
政
会

竺じ
く
は
ら原 

晶し
ょ
う
こ子

そ
う
せ
い
会

藤ふ
じ
い井 

陽よ
う
す
け介
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問　
障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
、
地

域
の
様
々
な
関
係
機
関
が
連
携
し
て

差
別
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
が
行

え
る
よ
う
地
域
協
議
会
を
設
置
で
き

る
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
全
国
一
般

市
の
設
置
率
は
74
％
を
超
え
る
。
本

市
も
速
や
か
に
設
置
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答　

こ
れ
ま
で
の
相
談
対
応
等
で
協

議
会
が
も
つ
機
能
は
果
た
し
て
い
る

と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
だ
が
、
法
が

求
め
る
機
能
が
十
分
果
た
せ
て
い
る

か
ど
う
か
を
改
め
て
検
証
し
た
う
え

で
、
設
置
に
向
け
て
前
向
き
に
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

問　
本
市
が
障
害
者
総
合
支
援
法
に

基
づ
く
日
常
生
活
用
具
の
対
象
に
携

帯
電
話
を
追
加
し
た
の
は
平
成
18

年
、
鳥
取
県
西
部
地
震
を
教
訓
に
聴

覚
障
が
い
者
の
情
報
意
思
疎
通
支
援

用
具
と
し
て
認
め
た
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
主
な
目
的
で
も
あ
っ
た
ビ

デ
オ
通
話
機
能
な
ど
は
現
在
で
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
移
行
し
価
格
も
高

騰
し
続
け
て
い
る
。
基
準
額
の
見
直

し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
皆
が
必
要
な
情
報
を
取
り
入
れ

る
こ
と
を
可
能
と
す
る
障
害
者
情
報

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
推
進
法
が
令
和
４

年
５
月
に
施
行
さ
れ
、
そ
の
中
で
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
活
用
も
推
進

さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
基
準
額
改
正

の
場
合
に
は
周
辺
３
市
と
の
調
整
も

必
要
に
な
る
の
で
不
均
衡
が
生
じ
な

い
よ
う
ま
ず
は
情
報
収
集
な
ど
実
態

を
十
分
踏
ま
え
て
、
３
市
と
も
検
討

し
た
い
。

障
害
者
差
別
解
消
法
に
基
づ

く
倉
吉
市
の
取
組
に
つ
い
て

障
が
い
の
あ
る
方
の
日
常
生

活
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
日

常
生
活
用
具
・
福
祉
用
具
の

負
担
軽
減
に
つ
い
て

問　
鳥
取
駅
止
ま
り
の
下
り
便 (

９

号
・
11
号) 

の
倉
吉
駅
ま
で
の
乗
り

入
れ
解
決
に
は
政
治
的
な
判
断
し
か

な
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答　

倉
吉
駅
増
便
に
向
け
て
は
一
部

（
10
号
・
13
号
等
）
の
増
便
が
実
現
し

た
。
地
域
か
ら
の
利
用
促
進
を
呼
び

か
け
て
い
き
た
い
。
令
和
８
年
１
月

に
は
、
Ｊ
Ｒ
等
へ
の
要
望
活
動
を
予

定
し
て
い
る
の
で
声
を
届
け
た
い
。

問　
駅
北
12
街
区
の
今
後
の
整
備
方

針
で
、
売
却
や
貸
付
の
条
件
見
直
し

は
考
え
て
い
る
か
。

答　

駅
北
12
街
区
で
は
商
業
利
用
な

ど
の
活
用
策
に
つ
い
て
、
現
在
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を
し
て
お
り
、
令

和
８
年
１
月
に
は
結
果
が
出
る
予

定
。
公
募
条
件
の
整
備
等
を
行
っ

て
、
活
用
に
つ
な
げ
た
い
。

問　
大
規
模
災
害
時
の
避
難
所
対
応

に
つ
い
て
、
本
市
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
の
設
置
状
況
と
小
・
中
学
校
体
育

館
へ
の
空
調
整
備
を
さ
れ
な
い
か
。

答　

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
は
令
和
5

年
か
ら
整
備
し
て
お
り
、
今
年
度
で

市
内
13
校
区
全
て
設
置
と
な
っ
た
。

総
事
業
費
は
4
億
７
，
５
０
０
万

円
。
１
ヶ
所
あ
た
り
４
～
６
基
を
設

置
し
て
い
る
。

　

小
・
中
学
校
の
体
育
館
へ
の
空
調

整
備
に
つ
い
て
必
要
性
は
感
じ
て
い

る
が
、
現
状
は
特
別
教
室
等
の
対
応

を
優
先
し
て
い
る
。
国
の
支
援
対
象

が
充
実
し
て
き
て
い
る
の
で
、
今
後

内
容
を
検
討
し
て
い
く
。

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

倉
吉
駅
周
辺
の
利
用
促
進
と

ス
ー
パ
ー
は
く
と
増
便
に
つ

い
て

新
政
会

福ふ
く
い井 

康や
す
お夫

新
政
会

鳥と

ば羽 

昌ま
さ
あ
き明
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問　
倉
吉
市
の
高
齢
化
率
は
令
和
７

年
10
月
末
現
在
で
、
35
・
８
％ 
。
15

年
後
の
２
０
４
０
年
に
は
「
団
塊

ジ
ュ
ニ
ア
世
代
」
も
65
歳
を
迎
え

る
。
高
齢
者
の
安
全
を
守
る
「
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
」
は
現
在
、
市
民
税

の
課
税
・
非
課
税
で
利
用
金
額
に
大

き
な
差
が
あ
り
、
有
料
区
分
は
買
取

方
式
。
根
本
的
な
見
直
し
と
利
用
し

や
す
く
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
分
か

り
や
す
く
詳
細
を
掲
載
し
、
誰
も
が

安
心
し
て
利
用
で
き
る
情
報
提
供
と

案
内
を
整
備
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

本
市
の
認
識
は
ど
う
か
。

答　
「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
は
来

年
度
に
更
新
時
期
を
迎
え
る
。
先
進

事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
皆
様
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
や
す
い
事
業
と

な
る
よ
う
検
討
す
る
。

問　
近
年
、
夏
の
平
均
気
温
の
上
昇

が
著
し
い
。
学
校
ま
で
片
道
４
㎞
以

上
を
歩
く
児
童
も
お
り
、
登
下
校
時

の
熱
中
症
を
心
配
す
る
声
が
多
い
。

現
在
の
熱
中
症
対
策
で
充
分
と
考
え

て
い
る
か
。
ま
た
、「
ラ
ン
ド
セ
ル
用

冷
却
パ
ッ
ト
」
の
配
布
や
学
校
へ
の

冷
凍
庫
の
設
置
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答　

規
則
正
し
い
生
活
を
基
本
に
、

帽
子
、
服
装
の
工
夫
、
日
傘
、
水
分

の
摂
取
を
各
家
庭
に
も
お
願
い
し
て

い
る
。
登
校
時
に
は
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
が
登
校
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
だ
さ
っ
て
お
り
、
学
校
到
着
後

の
教
室
は
十
分
に
冷
え
、
ク
ー
ル
ダ

ウ
ン
で
き
る
環
境
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
毎
年
全
教
職
員
が
熱
中
症
に

対
す
る
手
当
て
の
方
法
を
確
認
し
て

い
る
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
利
用

に
つ
い
て

児
童
の
登
下
校
時
に
お
け
る

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

係
機
関
等
と
連
携
し
、
取
り
組
ん
で

い
る
。

問　
最
近
の
災
害
で
は
、
ぺ
ッ
ト
と

一
緒
の
避
難
が
増
え
て
い
る
。
対

応
は
。

答　

避
難
所
で
、
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に

過
ご
す
「
同
伴
避
難
」
と
、
飼
い
主

と
ペ
ッ
が
別
の
場
所
で
過
ご
す
「
同

行
避
難
」
が
あ
る
が
市
は
同
行
避
難

を
お
願
い
し
て
い
る
。

問　
総
務
省
が
令
和
７
年
10
月
か
ら

令
和
８
年
６
月
に
か
け
て
実
態
調
査

を
進
め
て
い
る
が
、
不
登
校
の
小
中

学
生
の
健
康
診
断
は
ど
う
し
て
い
る

の
か
。

答　

校
医
の
病
院
ま
た
は
、
か
か
り

付
け
医
に
保
護
者
が
連
れ
て
行
き
、

受
診
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

問　
人
口
が
減
っ
て
も
経
済
成
長
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
。
対
策
と

し
て
、
関
係
人
口
を
増
や
す
、
子
育

て
中
や
移
住
者
等
の
た
め
の
テ
レ

ワ
ー
ク
業
務
を
確
保
す
る
、
事
業
後

継
者
を
見
つ
け
る
等
が
あ
る
。
市
の

取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　

国
が
進
め
る
「
ふ
る
さ
と
住

民
」
登
録
制
度
を
活
用
し
て
関
係
人

口
を
増
や
し
た
い
。
ま
た
、
令
和
7
年

12
月
１
日
に
「
く
ら
し
ご
と
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ

（
し
ご
と
創
造
セ
ン
タ
ー
）」
を
開
設

し
た
（
島
根
銀
行
旧
倉
吉
支
店
跡

地
）。
こ
の
場
所
を
核
に
し
て
、
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
き
る
環
境
を
整
備

し
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

　

後
継
者
問
題
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
市
内
の
事
業
所
の
２
／
３
が
な

く
な
れ
ば
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
関

人
口
減
で
の
地
域
活
性
化
策

に
つ
い
て

子
ど
も
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

災
害
時
の
避
難
所
運
営
に
つ

い
て

新
政
会

米よ
ね
だ田 

勝か
つ
ひ
こ彦

新
政
会

萬ま
ん
ば場 

恵え

り理
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執行部から提出された議案に対し、各議員が質疑を行いました。
※自らが所属する常任委員会の所管事項については、本会議での質疑は原則控えることと
なっています。

市議会提出議案

【議案に対する質疑】
12月
令和７年

第７回
定例会

条
例
制
定
よ
っ
て
想
定
さ
れ
る
契
約

の
具
体
的
物
品
と
は
何
か
。

物
品
で
は
、
プ
リ
ン
タ
ー
、
パ
ソ
コ

ン
、
コ
ピ
ー
機
等
の
Ｏ
Ａ
機
器
や
庁

舎
等
に
設
置
し
て
い
る
医
療
機
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）、
公
用
車
の
リ
ー
ス
契

約
。
役
務
の
提
供
で
は
、
庁
舎
等
の

施
設
の
管
理
業
務
で
警
備
、
清
掃
業

務
、
機
械
・
電
気
設
備
等
の
保
守
業

務
等
の
契
約
。

長
期
契
約
し
な
け
れ
ば
、
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
る
か
。

着
手
の
遅
延
や
供
給
の
遅
延
。
市
場

変
動
に
よ
り
価
格
リ
ス
ク
の
増
大

や
手
続
き
の
負
荷
増
大
と
な
る
。
ま

た
、
緊
急
時
や
仕
様
変
更
へ
の
対
応

が
遅
れ
る
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
た
り
、

供
給
遅
延
が
原
因
で
計
画
し
て
い
た

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
支
障
が
出
る
可
能

性
が
あ
る
。

議員名 通　告 担当部局
大津 昌克 職 員 旅 費 倉吉市職員の旅費に関する条例の一部改正について 総務部

大津 昌克 指 定 管 理 倉吉市農村環境改善センターの指定管理者の指定について 経済観光部

田村 閑美 条 例 制 定 倉吉市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について 健康福祉部

田村 閑美 条 例 制 定 倉吉市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について 健康福祉部

米田 勝彦 条 例 制 定 倉吉市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について 健康福祉部

鳥羽 昌明 条 例 改 正 倉吉市消防団員の任免、給与、服務等に関する条例の一部改正について 総務部

…議案第76号　倉吉市職員の旅費に関する条例の一部改正について
…議案第81号　倉吉市農村環境改善センターの指定管理者の指定について
…議案第77号　倉吉市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について
…議案第78号　倉吉市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について
…議案第80号　倉吉市消防団員の任免、給与、服務等に関する条例の一部改正について

条 例 制 定

指 定 管 理

職 員 旅 費

条 例 制 定

条 例 改 正

こ
の
事
業
の
目
的
は
。

子
育
て
家
庭
の
多
様
な
働
き
方
や
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
わ
ら
な
い
形
で

の
支
援
を
強
化
す
る
た
め
、
就
労
条

件
を
設
け
ず
月
の
一
定
時
間
ま
で
、

生
後
６
か
月
か
ら
２
歳
ま
で
の
児
童

で
あ
れ
ば
誰
で
も
柔
軟
に
保
育
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
制
度
。

設
備
基
準
を
満
た
し
て
い
る
園
は
何

園
あ
る
か
。

市
内
全
て
の
保
育
園
や
こ
ど
も
園
が

基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

一
般
型
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
と
余

裕
活
用
型
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
違
い
は
。

一
般
型
は
既
存
の
保
育
施
設
と
は
別

に
利
用
定
員
を
設
定
し
、
専
用
室
、

専
任
の
保
育
士
の
も
と
で
対
応
す
る

が
通
常
保
育
と
の
合
同
も
可
能
。
余

裕
活
用
型
は
既
存
の
保
育
施
設
の
空

き
定
員
の
範
囲
内
で
対
応
す
る
た
め

専
用
の
部
屋
や
新
た
な
保
育
士
の
確

保
は
不
要
と
な
り
、
通
常
の
保
育
と

兼
務
で
き
る
。

実
施
希
望
園
は
。

令
和
６
年
の
実
施
意
向
調
査
で
は
私

立
が
６
園
、
公
立
が
２
～
３
園
で
検

討
し
て
い
る
。

利
用
時
間
・
料
金
は
。

子
ど
も
一
人
に
つ
き
10
時
間（
上
限
）

子
ど
も
一
人
に
つ
き
１
時
間
当
た
り

３
０
０
円
（
全
国
一
律
）
お
や
つ
代

等
別
途
徴
収
。

市
外
・
県
外
の
子
ど
も
の
受
け
入
れ
は
。

可
能
。
申
請
窓
口
は
、
住
民
登
録
の

あ
る
市
町
村
、
受
入
れ
側
が
面
談
を

す
る
。

今
回
の
条
例
改
正
の
背
景
と
必
要
性

は
何
か
。

現
在
、
市
の
消
防
団
員
数
は
定
員

５
０
０
名
に
対
し
４
２
１
名
（
充

足
率
84
・
2
％
）
ま
で
減
少
し
て
お

り
、
団
員
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
消
防
活
動
に
意
欲
的

な
方
へ
広
く
門
戸
を
開
く
こ
と
で
、

組
織
の
維
持
を
図
る
こ
と
が
狙
い
。

近
隣
自
治
体
の
人
手
を
「
奪
う
」
こ

と
に
は
な
ら
な
い
か
。

鳥
取
県
内
で
は
、
鳥
取
市
と
岩
美
町

を
除
く
す
べ
て
の
市
町
村
で
、「
市
外

か
ら
の
通
勤
者
」
の
入
団
を
認
め
て
い

る
。
今
回
の
改
正
は
、
他
の
自
治
体
で

す
で
に
導
入
さ
れ
て
い
る
基
準
に
合

わ
せ
る
も
の
で
、
意
欲
の
あ
る
方
に
活

動
の
機
会
を
提
供
す
る
も
の
。

市
外
に
住
ん
で
い
る
団
員
が
、
い
ざ

と
い
う
時
に
動
け
る
「
実
効
性
」
は

あ
る
か
。

勤
務
中
で
も
災
害
時
に
出
動
で
き
る

よ
う
、
事
業
所
の
理
解
を
求
め
る
「
消

防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」
を
推

進
し
て
い
る
。
地
域
に
密
着
し
、
即
時

の
対
応
力
が
あ
る
団
員
を
確
保
で
き

る
よ
う
、
協
力
事
業
所
を
増
や
し
て

い
く
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

県
内
の
他
の
自
治
体
で
も
、
同
じ
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
。

多
く
の
自
治
体
が
通
勤
者
の
入
団
を

認
め
て
い
る
が
、
特
に
「
通
学
者
」

ま
で
対
象
に
含
め
て
い
る
の
は
、
県

内
で
は
米
子
市
と
本
市
（
倉
吉
市
）

の
み
と
い
う
先
進
的
な
状
況
。

こ
れ
ま
で
の
硬
直
し
た
ル
ー
ル
を
社

会
状
況
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
変
え
る

狙
い
が
あ
る
か
。

地
域
密
着
性
や
即
時
対
応
力
は
重

要
。
市
外
居
住
者
で
あ
っ
て
も
「
倉
吉

市
の
消
防
団
活
動
に
意
欲
が
あ
り
、

実
際
に
活
動
が
で
き
る
方
」
に
加
入

い
た
だ
く
と
い
う
、
柔
軟
か
つ
実
効
性

の
あ
る
運
用
を
目
指
し
て
い
る
。

今
後
、
市
外
在
住
者
へ
ど
の
よ
う
に
入

団
を
働
き
か
け（
Ｐ
Ｒ
）て
い
く
か
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
報
な
ど
を
通
じ

て
、
通
勤
・
通
学
者
も
入
団
可
能
で

あ
る
こ
と
を
広
く
周
知
す
る
。
た
だ

し
、
夜
間
の
対
応
な
ど
を
考
慮
す
る

と
市
内
居
住
者
が
理
想
。
あ
く
ま
で

「
地
域
密
着
」
と
「
即
時
対
応
」
を

基
本
ス
タ
ン
ス
と
し
て
募
集
を
行
っ

て
い
く
。

主
な
質
疑
・
答
弁

QQ Q Q AA A A

QQQQ A AA

倉
吉
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

倉
吉
市
消
防
団
員
の
任
免
、
給

与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

QA

QQQ AAA A
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厚
生
文
教
常
任
委
員
会
に
は
、

議
案
２
件
、
陳
情
３
件
が
付
託

さ
れ
、
委
員
会
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
議
案
第
77
号
、
議
案
第
78
号
は

法
律
の
定
め
に
よ
り
制
定
す
る
も

の
で
す
が
、
実
際
に
運
用
す
る
中

で
、
必
要
が
あ
れ
ば
条
例
の
中
身

を
見
直
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
陳
情
第
14
号　
「
こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
（
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
）
に
か
か
わ
る
陳
情
」
に
つ
い

て
は
、
陳
情
内
容
と
法
令
の
定
め

に
齟
齬
あ
る
と
指
摘
が
あ
り
、
陳

情
第
15
号
倉
吉
市
内
の
小
・
中
学

校
に
お
け
る
「
い
じ
め
」
を
な
く

す
取
り
組
み
に
関
す
る
陳
情
に
つ

い
て
は
、
被
害
を
受
け
た
児
童
・

生
徒
、
保
護
者
の
心
痛
を
考
慮
す

べ
き
で
公
開
は
不
適
切
で
受
入

ら
れ
な
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
陳
情
第
18
号
「
生
活
保
護
基

準
引
き
下
げ
違
法
の
最
高
裁
判
決

を
踏
ま
え
速
や
か
な
対
応
を
求
め

る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
」
は
、

陳
情
の
趣
旨
や
陳
情
者
の
心
情
に

は
一
定
の
理
解
は
示
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
後
の
国
の
動
き
の
詳
細
を

掴
め
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
慎
重

に
審
査
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

審
査
の
結
果

　
付
託
さ
れ
た
議
案
２
件
は
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情
３

件
の
う
ち
、
陳
情
第
14
号
と
陳
情

第
15
号
は
不
採
択
す
べ
き
も
の
。

陳
情
第
18
号
は
、
趣
旨
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

【常任委員会とは？】 
　所管する部門の事務に関する調査を行ったり、付託を受けた議案や請願などを審査します。行政の事務
は多岐にわたり、かつ専門的であるため、合理的・能率的に調査・審査するよう部門別の委員会を設け、
分科的に調査・審査します。

【常任委員会】

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会
は
、
市

議
会
改
選
後
初
め
て
の
12
月
定

例
会
で
新
人
4
人
を
含
む
8
人
の

新
体
制
で
協
議
を
行
い
、
議
案
4

件
、
陳
情
4
件
の
付
託
に
対
し
て

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
81
号
倉
吉
市
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
は
、
現
状
説
明

を
求
め
る
質
問
が
あ
り
、
議
案
第

79
号
倉
吉
市
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
漏
水

修
繕
報
告
書
を
電
子
申
請
で
行
う

こ
と
に
よ
り
、
10
分
程
度
で
手
続

き
を
完
了
す
る
た
め
、
お
客
様
に

と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
条
例

改
正
で
あ
る
説
明
で
理
解
が
進
み

ま
し
た
。

　

陳
情
第
16
号　
「
外
国
人
に
よ

る
日
本
の
土
地
購
入
を
規
制
す

る
法
律
」
の
制
定
を
求
め
る
意
見

書
提
出
に
つ
い
て
は
、
本
市
に
お

い
て
の
土
地
取
引
の
現
状
や
、
国

が
定
め
る
法
律
に
つ
い
て
執
行

部
の
意
見
を
求
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
を
持
っ
て
議
論
さ
れ
ま
し

た
。
審
査
終
了
後
、
委
員
会
で
行

う
視
察
研
修
に
つ
い
て
協
議
し

閉
会
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果

　
付
託
さ
れ
た
議
案
は
全
て
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
さ

れ
ま
し
た
。

陳
情
第
13
号
は
不
採
択
、
陳
情
第

16
号
は
採
択
、
陳
情
第
17
号
は
不

採
択
。
陳
情
第
19
号
は
委
員
か
ら

倉
吉
市
の
移
植
に
関
わ
る
問
題
が

生
じ
て
い
る
か
執
行
部
に
確
認
が

あ
り
、
実
際
に
事
案
が
確
認
で
き

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
積
極
的
に

賛
同
と
ま
で
言
え
な
い
と
い
う
発

言
が
あ
り
、
採
決
で
は
全
員
賛
成

に
よ
り
趣
旨
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

12月
令和７年

第７回
定例会

厚生文教常任委員会

委員

増田 孝二 委員長
山下 達也 副委員長
大津 昌克 委員　髙橋義博 委員
鳥羽 昌明 委員　福井 典子 委員
福井 康夫 委員　山根 健資 委員

所管 市民生活部、 健康福祉部
教育委員会

総務産業常任委員会

委員

田村 閑美 委員長
福田 　淳 副委員長
朝日 等治 委員　竺原 晶子 委員
中山 晶雄 委員　福谷 直美 委員
藤飯 陽介 委員　萬場 恵理 委員
米田 勝彦 委員

所管

総務部、建設部、経済観光部、
農業委員会、会計管理者、
上下水道局、議会事務局、
選挙管理委員会、監査委員、
公平委員会
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令
和
７
年
12
月
、
新
た
に
広
報

広
聴
常
任
委
員
会
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
で
は
、
議

会
で
何
が
決
ま
り
、
議
員
が
ど
の

よ
う
な
議
論
を
し
た
の
か
を
住
民

に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、

議
会
だ
よ
り
の
編
集
や
発
行
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
活
動
や
政
策
提

言
に
活
か
す
た
め
、
地
域
課
題

や
要
望
を
直
接
ヒ
ア
リ
ン
グ
す

る
た
め
の
場
を
設
け
、
住
民
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
整
理
・

広報広聴常任委員会

委員

鳥羽 昌明 委員長
竺原 晶子 副委員長
髙橋 義博 委員　福井 典子 委員
福田 　淳 委員　増田 孝二 委員
萬場 恵理 委員　山下 達也 委員
山根 健資 委員

分
析
し
て
住
民
の
議
会
参
画
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
は
、

議
案
第
71
号
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
6
号
）
の
他
、
議
案
第
72
～

73
号
計
2
件
の
特
別
会
計
補
正

予
算
、
議
案
第
74
号
水
道
事
業
会

計
お
よ
び
議
案
第
75
号
下
水
道
事

業
会
計
2
件
の
公
営
企
業
会
計

補
正
予
算
が
付
託
さ
れ
12
月
10
日

（
水
）
開
催
の
委
員
会
で
審
査
さ

れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
71
号
で
は
、
減
額
補
正

さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
の
質
疑
が

多
く
出
さ
れ
た
た
め
、
口
頭
説
明

に
加
え
資
料
提
供
の
求
め
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
審
査
終
了
後
の
議
員

間
討
議
で
は
、
第
2
款
総
務
費
に

計
上
さ
れ
た
総
合
計
画
運
用
支

援
業
務
に
関
し
て
「
予
算
の
執
行

に
あ
た
っ
て
は
、
議
会
に
対
し
逐

次
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、

勉
強
会
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
」

と
い
う
付
帯
意
見
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
最
終
日
に
は
議
案
第
82
号

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
7
号
）

が
追
加
議
案
と
し
て
上
程
さ
れ

委
員
会
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
主
な

も
の
と
し
て
、
物
価
高
騰
対
応
子

育
て
応
援
手
当
給
付
事
業
等
、

約
１
億
5
千
万
円
余
の
増
額
補
正

で
す
。

審
査
の
結
果

　
付
託
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

予算決算常任委員会

委員

大津 昌克 委員長
髙橋 義博 副委員長
朝日 等治 委員　竺原 晶子 委員
田村 閑美 委員　鳥羽 昌明 委員
中山 晶雄 委員　福井 典子 委員
福井 康夫 委員　福田 　淳 委員
福谷 直美 委員　藤井 陽介 委員
増田 孝二 委員　萬場 恵理 委員
山下 達也 委員　山根 健資 委員
米田 勝彦 委員

所管 予算決算に関する事項について
審査・調査

議会だよりの校正作業を広報広聴常任委員会の委員で行っています
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【臨時会とは？】　�突発的事情などにより、次の定例会の開催を待つことができない場合、特定の事件
に限ってこれを審議するために臨時招集される議会のことをいいます。

令和８年１月第１回臨時会 議案等の議決結果
　１月臨時会に提出された議案のうち賛否が分かれた案件はなく、全ての議案が

承認、可決されました。

　12月定例会に提出された議案等のうち、賛否が分かれた案件は１件で

した。議員個人の表決は以下のとおりです。

　なお、表に掲載していない議案等は、「異議なし」で可決しました。

【議案等の議決結果】

議決結果

12月
令和７年

第７回
定例会

１月
令和８年

第１回
臨時会

【
会
派
名
】 �

　 

…
や
ら
い
や  

　
…
新
政
会
　
　
…
そ
う
せ
い
会

新

や

そ

　　

や 新 そ

賛
成
反
対

議
決
結
果

朝
日
等
治

大
津
昌
克

田
村
閑
美

福
井
典
子

福
田　
淳

福
谷
直
美

増
田
孝
二

竺
原
晶
子

福
井
康
夫

鳥
羽
昌
明

萬
場
恵
理

米
田
勝
彦

山
根
健
資

髙
橋
義
博

中
山
晶
雄

藤
井
陽
介

山
下
達
也

番号 件　　名 委員長報告
（付託委員会） 請願・陳情に対する賛否

陳情 第 13号 衆議院議員の定数削減に反対する意見書
提出について 不採択 × × × × × － × × × × × × × × × × × 0 16 不採択

番号 件　　名 委員長報告
（付託委員会） 「趣旨採択」を諮る動議に対する賛否

陳情 第 14号 「こども誰でも通園制度（乳児等通園支援
事業）」にかかわる陳情

－ × × ○ × × － × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × 7 9 否決

不採択
請願・陳情に対する賛否

× × × × × － × × × × × × × × × × × 0 16 不採択

番号 件　　名 委員長報告
（付託委員会） 請願・陳情に対する賛否

陳情 第 15号 倉吉市内の小・中学校における「いじめ」
をなくす取り組みに関する陳情 不採択 × × × × × － × × × × × ○ × × × × × 1 15 不採択

番号 件　　名 委員長報告
（付託委員会） 請願・陳情に対する賛否

陳情 第 16号
「外国人による日本の土地購入を規制す
る法律」の制定を求める意見書提出につ
いて

採択 － ０ ０

－
「趣旨採択」を諮る動議に対する賛否

× × × ○ × － × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 9 7 趣旨採択

番号 件　　名 委員長報告
（付託委員会） 請願・陳情に対する賛否

陳情 第 17号「全ての公務員の任用に国籍条項を定める
法律」の制定を求める意見書提出について 不採択 × × × × × － × × × × × × × × × × × 0 16 不採択

番号 件　　名 委員長報告
（付託委員会） 請願・陳情に対する賛否

陳情 第 18号
「外国人による日本の土地購入を規制す
る法律」の制定を求める意見書提出につ
いて

趣旨採択 － ０ ０

－
「趣旨採択」を諮る動議に対する賛否

× × × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 3 趣旨採択

番号 件　　名 委員長報告
（付託委員会） 請願・陳情に対する賛否

陳情 第 19号
臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植
目的の渡航等を防止し、国民が知らずに
犯罪に巻き込まれることを防ぐための環
境整備等を求める意見書提出について

趣旨採択 － ０ ０

－
「趣旨採択」を諮る動議に対する賛否

○ × ○ ○ ○ － ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 12 4 趣旨採択

請願・陳情の結果

賛否の内訳

　　

や 新 そ

賛
成
反
対

議
決
結
果

朝
日
等
治

大
津
昌
克

田
村
閑
美

福
井
典
子

福
田　
淳

福
谷
直
美

増
田
孝
二

竺
原
晶
子

福
井
康
夫

鳥
羽
昌
明

萬
場
恵
理

米
田
勝
彦

山
根
健
資

髙
橋
義
博

中
山
晶
雄

藤
井
陽
介

山
下
達
也

議案番号 件　　名 議案に対する賛否
議員
発議 第 1号 「日本国国章損壊の罪」の早期制定を求める意見書

提出について × × × × × － ○ × × × × × ○ ○ × ○ ○ 5 11 否決

凡例　○賛成、×反対、※退席・除斥・欠席、－議長のため表決に加わらず　※請願・陳情は、委員長報告に対して、賛成は「○」、反対は「×」と記載しています。

凡例　○賛成、×反対、※退席・除斥・欠席、－議長のため表決に加わらず　
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　社会科見学で、児童が一番喜んだのが、倉吉市議
会の議場見学でした。議場では、副議長をはじめ、地
元の議員、議会事務局の皆さんが笑顔で出迎えてく
ださいました。市議会についての説明を聞いたり、議
長席や議員席、執行部席、傍聴席などに特別に座ら
せていただいたりし、大喜びの子どもたちでした。こ
の経験をとおして、民主主義や政治について興味をも
ち、６年後には選挙で投票してほしいと思います。将
来、この６年生の中から、議場の席に座る人が出るか
もしれません。

社会科見学社会科見学社会科見学

先生から一言

河北小学校6年生　議場見学感想

先生から一言

市議会は、倉吉市のために色々なルールを作ったり、市民が過ごしやすいようにするた
めに話し合ったりするところだということが分かりました。初めて議場に入り、議員さん
のお話を聞いたり「賛成」「反対」を表示するボタンなどを触ったりして、とても貴重な
体験ができました。

普段は入れないような場所に行かせてもらったり議員さんの席に座らせてもらったりし
て、とてもよい経験になりました。「賛成」「反対」ボタンや、マイクなどが一人一人の
席にあり、驚きました。ここで議員のみなさんが倉吉市の予算の使い方などの話し合い
をして、私たちの生活で大切な役割をしてくださっていると実感できました。

市議会とは、倉吉市民の幸せを実現するためにあること、市がきちんと政治を行えてい
るかチェックしていること、国や県への要望を伝えることなどがよく分かりました。約４
万人の市民の声を一度に聴くことは難しいので、17人の代表（議員）が私たち市民の代
表として話し合っていることが分かりました。

市議会では、予算、ルール、倉吉市の政治チェック、決まりごとなどを決めていること
が分かりました。ボタンなども押すことができ嬉しかったです。カメラもたくさんあっ
て少し緊張しました。

議場では、市長や議長にならないと座れない席に特別に座らせていただき、嬉しかった
です。議長さんの部屋にも入らせていただき、名刺をもらって嬉しかったです。

河北小学校6年生　議場見学感想河北小学校6年生　議場見学感想
●

●

●

●

●

倉吉市立河北小学校６年生が議場見学に来られました。

令和７年
 11月26日（水）令和７年
 11月26日（水）令和７年
 11月26日（水）



YouTube 配信が
　　　　　始まりました！

議会傍聴においでください

　倉吉市議会では、令和７年12月定例会より議会
の本会議・予算決算常任委員会等のYouTube配
信が始まりました。
　ぜひ、「倉吉市議会公式チャンネル」を登録
して、YouTubeで倉吉市議会をご覧ください！
　※ケーブルテレビ放送も今までどおり、放送
　　します。

アカウント名
「倉吉市議会公式チャンネル」

（注意事項）
　ライブ配信及び録画配信は、機器等の不具合な
どにより、配信ができない場合などもありますの
で、あらかじめご了承ください。

URL：https://www.youtube.com/channel/
　　　　　　　　UCqhcaHh0I0IXXtrHe0zvqFA

～倉吉市議会公式チャンネルの
      YouTube 登録をお願いします～

　議会の「見える化」に伴い、議場に大型
モニターを４台設置し、討議の様子や採決
の状況が傍聴者にも、より分かりやすくな
りました。
　ぜひ、議場にも傍聴に来てください ! !

発行：倉吉市議会／編集：広報広聴常任委員会 〒682-8611 鳥取県倉吉市葵町722　TEL.（0858）２２－８１４５　FAX.（0858）２２－８１４６
【広報広聴常任委員】 鳥羽 昌明委員長、竺原 晶子副委員長、髙橋 義博委員、福井 典子委員、福田 淳委員、
　　　　　　　　　 増田 孝二委員、萬場 恵理委員、山下 達也委員、山根 健資委員

　倉吉市議会公式YouTubeが開設され、 12月
定例議会からは従来のケーブルテレビ中継に加
えてインターネット上でのライブ視聴及びアー

カイブ配信がスタートした。マスメディアのフィルター
を介さず、公表まで約３か月を要してきた公式議事録の
完成も待たず、議員の発言をあますことなく即日市民の
手のひらに届けられる意義は大きい。
　この度の「見える化」の為に投じられた公費の総額は
約1,800万円。設備導入で改革したつもりになってはな
らない。議員の資質向上が一層問われる。市民の皆様に
は議員の発言に誤りや誇張、言行不一致がないか、一層
の政治の監視をお願いしたい。  （委員長　鳥羽昌明）

議会だより「白壁」
のご意見・ご感想はこちら ▶

令和８年 ３月 倉吉市議会定例会
【会　　期】 ２月24日（火）～３月17日（火）
【会議日程】

倉吉市議会の情報は、ホームページでもご覧いただけます。
会議予定、議長日程、議員名簿、市議会だより、
会議録などを掲載しています。

倉吉市議会 検索

月日 曜
日

会議
区分 時 間 内　容

２月２４日 火 本会議 午前１０時 議案の上程、提案理由の説明
２５日 水 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問
２６日 木 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問
２７日 金 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問
２８日 土 休会

３月  １日 日 休会
２日 月 予備日

３日 火 本会議 午前１０時 付託議案に対する質疑～
委員会付託

４日 水 予備日
５日 木 委員会 午前１０時 予算決算常任委員会 (予定)
６日 金 休会
７日 土 休会
８日 日 休会
９日 月 委員会 午前１０時 予算決算常任委員会 (予定)

１０日 火 休会
１１日 水 委員会 午前１０時 予算決算常任委員会 (予定)
１２日 木 委員会 午前１０時 常任委員会(総産・厚文) 
１３日 金 休会
１４日 土 休会
１５日 日 休会
１６日 月 議事整理日

１７日 火 本会議 午前１０時 委員長報告～
付議議案の討論・採決

 …ケーブルテレビ放送あり　　　 …手話通訳あり
　 ※�録画放送は開催日の午後７時から。

            …ユーチューブ配信あり


